
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ９月５日(水) ３年生は南九州（熊本・鹿児島）へ２泊３日の修学旅行へ出かけました。実行委員を中心に進

めてくれました。出発式で、「修学旅行は、学校や家庭での生活から出ての学習になります。公共の場でのマナ

ー、集団行動や班行動など、誰もが心遣いや心配りをすることが出てくると思います。そういう良識のある態度

や分別のある行動を実践する場でもあります。そして、２泊３日、生活を共にします。これまで以上に友達のよ

さを見つけ、最高の思い出となる修学旅行にしましょう。」と挨拶をして、バス２台でまずは熊本県人吉市に向

かいました。到着後、昼食のバーベキュー、球磨川でのラフティングを楽しみました。その後、桜島にフェリー

で渡り、2004年、長渕剛さんが桜島でオールナイトコンサートを開催し、会場の跡地に桜島溶岩を使ったモニュ

メント「叫びの肖像」が制作された場所で記念写真を撮り、１日目の行程を終了し、ホテル着きました。 

 

 ２日目は、知覧に向かい特攻平和会館で、平和集会を行った後、館長さんから知覧から出撃した陸軍特攻隊の

ことについて学びました。生徒の年齢とあまり変わらない特攻兵が、前日出撃を命じられ、短い遺書を残し、怖

かったはずなのに、まだ死にたくなかったはずなのに、出撃前は涙を見せるどころか笑顔で仲間と写った写真が

印象的でした。国を守るために、自らの命を犠牲にした若者たち。彼等の分までしっかり今を生きなければと気

持ちを新たにしてくれたと思います。昼食に奄美大島の「鶏飯（けいはん）」という珍しい郷土料理をいただき

ました。その後、指宿に向かい、男女別に「砂むし体験」と「さつま揚げ作り体験」を行いました。 
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                      第９号 

 【学校教育目標】 

 Chance！ Challenge！ Change！ 
 ～「チャンス」をつかみ「挑戦」！ 
     自分をより高く「変革」！～ 

３年修学旅行 



３日(月) 始業式 
５日(木) 3年修学旅行：南九州(5～7日) 2年職場体験学習：波戸岬(5～7日) 1年宿泊研修(5～6日) 
７日(金) 防煙教室（1年） 
８日(土) 九州合唱コンクール 
12日(水) 学年別朝会 
13日(木) 合唱練習開始 フッ化物洗口（1年） 放課後学習会（2年）  
14日(金) 生活習慣病検査（1年希望者） 
16日(日) 部活動休養日 
18日(月) 放課後学習会（2年） 
20日(木) 全校朝会 フッ化物洗口（1年） 
21日(金) 学級会 生徒会各部会 
25日(火) スケッチ会 放課後学習会（2年） 
26日(水) 生徒朝会 
27日(木) フッ化物洗口（1年） 放課後学習会（2年） 
28日(金) 生活アンケート 合唱コンクール（午後） 

 ３日目は、鹿児島中央駅にホテルから歩いて向かい、班別で鹿児島市内を自主研修しました。自主研修につい

て前日の夜、班長会で自主研修について、これまでの２日間の行程を振り返り、礼儀やマナー、仲間への心配り

など反省し、江北中学生としての良識ある責任ある行動について、班長としてどうするか１時間くらい協議して、

班別のフィールドワークに出かけました。路面電車やバスを利用して、事前に学習して決めた目的地に向かって

研修を行いました。途中、雨が酷く降ったものの、事故もなく集合場所の鹿児島中央駅にお土産をたくさん買い

込んで、笑顔で無事戻ってきました。 

その後、九州新幹線「さくら」で新鳥栖駅まで向かいましたが、翌日開催される九州合唱コンクールに音楽部

が出場のため八代駅で下車し、江北中を昼頃出発した１，２年生合唱部と合流し、宮崎市に向かいました。新鳥

栖駅着後、江北に着いてからの天気が心配だったので、帰着式を実施し、迎えに来たバスで学校に戻り、事故や

トラブル、体調を崩す生徒もなく、２泊３日の南九州への修学旅行を無事終えました。いろいろな体験や経験もた

くさんでき、楽しい修学旅行だったと思います。同時に２泊３日生活をともにし、友達との思い出もたくさんでき、同

時にマナーの大切さ、仲間への心遣いや心配りの大切さも学んだ修学旅行でもあったと思います。中学校生活も残すと

ころあと半年になりました。今回の修学旅行で深まったクラスや仲間の絆を胸に、また修学旅行で学んだ経験を生かし

て、今後も実り多い1日1日にしてもらいたいと思います。 
 旅行の事前準備から行程中、いろいろお世話をしてもらった実行委員のみなさんお疲れさまでした。 

 


